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反射望遠鏡の來歴
中　無 疵
　反射望遠鏡の歴史的方面は我々は一二の参考書もなく又古い雑誌に二二して
居る爲に集め難く甚だ不充分なものであるが反射望遠鏡に興味を回せられる方
には幾分の参考ミなるミ思ふ。
　反射望二二の三明は1608年の屈折望遠鏡の登見におくれる旧約牛世紀である
1663年スコットランドの敷學者グレゴリーJames　Gregory（1638－1675）は
Optica　Promotaに現在ゴレゴリー式ミ言はれる型を登園した。即ち凹面鏡で
光を集め焦鮎後の小凹面鏡で再び光を集め凹面鏡の中央の穴を通して見．る考え
である。此の構造は理論上にも正しく又正立像を與える爲に甚だ便利ではあっ
たが當時の眼鏡師の技術εしてはかような曲面を作る事は不可能に近い事であ
ったっ翌1664年目ンドンの眼鏡屋であるリーヅReiveをして長さ6眠のものを
作らしめた。此の寧ろ無理な試みはりーーヴか良好な鏡形を作る事が出來なかっ
た爲に根本的の失敗であった。
　反射望遠鏡の原理をグレゴリー一y］前に　　　　ニュートンの反禦望濾鏡
考えた人は無いではない。メルセンは16
39年に球面鏡εレンズによって反射鏡を
作る事を考案して居る。此の考がデカル
5に知らされたがデカルトが相手にせな：
かった爲に此の考えは失はれナこ。グレゴ
リーは此の事は知らなかった様である。
　此の當時の屈折望遠鏡は無論輩レンズ
の牧差を除去されてないもので此の牧差
を避ける鳥に百工の二二鮎のものさへ作
られて二つt。ニュートンNewton（1643
－1727）は屈折望二二の失敗がプリズム
のスペクトルの現象による事を見出し屈
折望遠鏡の改良が不可能εなり自然反射望i遠鏡に導かれて行った。1669年鏡製
作に適當なる金属を見出し自ら鏡を作り1672年口径一・吋孕焦馳距離6吋倍卒38
のものを二個作って王立學會に提β｛した。此の考案は賞讃されfが其のまN保
存せられ約判虎製作の方面には全く影響を與えなかつナニっ此の反射望遠鏡は
輩なるモデルに過ぎないが今一ほ英國王立學會に保存されて居るがニュートン
は星は覗いた事が無いS言はれて居る。ニューbンは鏡面は球面鏡でよいεし
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たか集光鏡Sして誤りである事は明白である。ニュートンの此の誤は天艦観測
の経駿なく屈折望遠鏡か即知差だけの映馳で球面牧差を考へなかったσ）だミ言
はれて居る。ニュー5ンの使用しk金主は砒素を混じたBell－Metalだε傳えら
れて居る。又彼は鏡を磨くにビツチを使用する事を始めた。ピッチ以上のもの
は未だ獲見されてない。
　1672年佛のモデル製造家の習々グレ6ンG．Cassegiainはカセブレnン式を
考案して畿表した。カセグレィンEニュートンε同じく球面鏡でよい言口へて
居る。
　始めて反鮒望遠鏡ミして使用したのはフックR．Hoo1〈e（1635－1703）であっ
たが明らかに何等の敷果が得られなかった檬1である。グレゴリーも1675年に一
つ使って居たミ信じられて居る。殆んさ同時に型式は根本的なものが叢明され
たが約50年圭εして適當なる金旙の見付からなかった爲に何等の進歩を見ナこか
つナこ。
八ドレーの反射鏡
　ノ・ドレー一Hadley（1682－1744）1よ一面から言えば眞の嚢明者ご言ひ得る。
製作法はハドレーに紀元を開いて居る。ハドレーは1722年有名な反射望遠鏡を
王立學會に提出しナこ。彼はニユ・一1・ンの失敗した樋物線鏡を使ふ事を考えた。ハ
・・一飲灘唖・吋繍距離62飽で拙前約三年酢り一一・ジ式で
あって接眼レンズミして凸及び凹レンぎを具えて居る。倍率は230倍まで使え
f。此の望遠鏡はプアaンダー及び修正装置を具えナこ純緯毫になって居た。提
出二三箇月後ブラッドレー一及びボンドによって當時一流のフiゲンス作の6吋五
23吠焦瓢の長望遠鏡ミ良好な結果で試験が行はれナこ。バドレーの望遠鏡は長望
遠鏡で見得る絡てのものを示し光量は劣って居たが飴計な倍率が使え鏡さは等
しかっナこ。詳細に言えば土星衛星五健．製作者が前年に見た輪の北端まで恥いて
居るカレニ溝土星上の輪の影まで見る事が出來た。鏡の金属が可なり不完全で
あったので磨けない幾多の斑黒目があっナこが鏡形は可なり良かっナこに違ひない。
此の大きの球面鏡なればカシニ線や衛星が五箇も見える筈がないのである。ハ
ドレーは此の上に鏡を磨く方法や現在でも使はれて居る球面から薄物線に直す
方法や牧差で鏡面を試験する方法まで示しナこ。
　ノ・ドシーの事業の軍陣は甚だ大きく彼の指導の下に他の人等も製作を始め17
38年BradleyやMo1｝・neuxは満足なるもの製作に成功し引珍き眼鏡屋に傳えら
れロンドンの眼鏡師Hawkbee，　Scarlet　Hearne，　Mudge等は一般に差出した。
引綾き有名なショートJames　Short（1710－1768）は鏡の製作に成功したのみな
らすグレゴリー式を景色用εして繍帳し美事なものを作った⊃彼は律儀εして
一流の技術を持ち12吋まで作ったε言はれグレゴリー式の爲にF4乃至F6位
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のものを多く作った　鏡面製作の技術は彼ε共に失はれkっ傳えられる所によ
るε技術が他人の手に傳はるのを恐れナこ結果死に立って縮ての器具を眼前に破
壊せしめたεの事である。ショートの望遠鏡は今でも可なり多く残留し爾ほ素
人に使用されて居る。彼の鏡の金聾は非常に良く今日でも箇数十年を縄て居る
にかNわらす製作を終つナこ時ミ同様に美しいものだミの事であるJ其の6吋が
一箇英アーマ天文皇にある。
　カセグレィン式は此の時代には殆ん♂全く無かった饒である。此の時代1858
年名謁レンズが獲明せられ一・新紀元を開いた事を特筆する必要があらう．グレ
ゴリー式は主εして景色用ミして使用されて居つたっ
　　　　　　　ハーシェルW．Hersehel．　（1737－1822）
　反射望遠鏡の天雷面こしての三値は全くハーセルに員ふものでハーセルは反
射望遠鏡の父Father　of　reflecti・・g　telescopeε言はれる。ハーセルは職業εしてバ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バiセルの四十呪鏡スに於ける音樂家であっナこか17
73年9月長さ二帆の反射望遠鏡、
を借り始めて天膿の趨味を昼え
た．大なるものを求めようざし：・
たが高償の爲自ら鏡製作を思ひ
立ち1774年九月自作の反射望遠
鏡で観測した事が記録せられて
居る。ノ・一セルは最初グレゴリ…
一式を試みナこが調節が面倒な爲1
めニュートン式を探画した。最
初は2吠1774年5吠孚同じく七吠
1776年には9吋10吠にまで進ん
だ更に同年12吋20沢まで進んだ
ハーセルは鏡製作に非常なる苦
心ミ努力を梯って居り良好なる馨轡．
鏡を得る爲に長い時日を費して居る。1778年多くの経験によって得られた技術
により七沢鏡を最も完全なるものεする事が出來た。事實ハーセルは此の鏡で
1781年天主星を爽見して居る。同年反射鏡製作に瀕するMudgeの論文（Phil．
Trans．　Vol．67）を談み蓮動につき研究を：重ねナこ事が記せられて居る。1783年彼
及びジオンハ一箪ルが多年使用しナこ18吋20吠を作った。1785年頃より4吠40呪
鏡の計叢を立て1789年此の大計書を完成した。此の完成後直ちに土星衛星ミマ
スエンセラダスの二個を想見した。此の四十沢に前より覗くノ・一セル式を考案
し使用Lft，　SSは二箇あり厚さは・音・扱び・去吋あり三都醐ぎtc爲鞭
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用に耐えなかつナこ。撒餌の勢力を要しナこにかSわらす此の鏡は成功したもので
なく鏡の重量の側め歪んで像はばらばらに破れて居ナここ傳えられ殊に鏡面は合
金の割合が良好でなかっfArsに早く曇り磨き直す爲に非常の勢力を要し多年使
用され1815年77歳まで時々使はれたが大部は20吠により観測されナこ。
　ハーセノレがuユートン式を喜ばなかつナこ理由は金屡鏡の不充分は反射力によ
るものである。金属鏡はほs“　60パーセントの反射力しかなくニュートン卒面に
よる第二の反射による甚だしい光の損失はハーセルの星雲観測には都合の悪い
ものであった。
　ハーセルの得た美事な成績はやがて望遠鏡の要求εなり嵐來得る限りの飴力
をさいて製作した。記録によるε2000箇以上も作って居る。其の中で4沢及び
7吠のものはドイツのシユレーーテノレの手に入り有名な遊星観測に使用されt。
ハーセルは寸評的に鏡製作の方法は記して居るが種々な理由もあらうが正確な
方法は公開せなかった。
　此れ程の経験を持ちながら読は如何なる質のものであっfeか、此の問題は長
い間の疑問であっナこが幸ひ1924年以來のスチーブンソン氏はスローのハーセル
家に残存する鏡を研究し1926年に野営しナこ。それによるε鏡は一般に一様なる
鏡形を持つが修正量が不同師ち施物線に可なり近いがフーコー試瞼を知らなカ・
つナこ爲に技術はありながら充分なるものを作り得なかつナこ事を示して居る。4
吠蛎孟は未だハーセル家に残存して居る一
　ノ・一セル時代にlohn　Edwardなる人の反射望潅鏡の製作及使用法の＋駒が
あったミの事である。
ジ粛ンHe欝磁瓠（1792－1871）
　ジオンノ・一セルが父より何時技術を傳えられたか明らかでない。しかしノ・・一一一
セルの記録によるミほx“lo”10年後の事でありジオンも明らかに18吋鏡を作り又
幾度か磨き直して居る。ジオンノ、一セルの事業は冶ん3ウィリウムの襯測整理
にあったが自ら南天の齪測の勤めに1834－8年南阿ケープに於て南天の齪測を
行ひ幾度か18吋鏡を磨き直して居る。此の鏡は同焦黒占のものが三個あり第三の
ものはバー一型ル家に残存し同じく試験されナこ。鏡面は可なりの双曲線であるが
極めて李旦でジオンの野卑を確かめる。
ロッス幽幽戯聡㈱se（1，SOO－1867）
　ロツス卿は英パーソンタスウンの貴族であるが自らの研究心を喋喋に向け望
蓮鋭の製作を始めるに至つナこ01827年鏡金の合成につき研究を始め翌年ロツス
の器械的天才により始めて薫氣を利用しナこ器械が運韓され．13年間の苦心を経
て燧に1839年に口径3駅の金子鏡が二個も完成され引長き1842年4月13日有名な
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39唄鏡が弓造され1845
年・月始めて観測に曝縷嚢i嚢ll
畳琴昔罐？難鶴灘i
物で鏡の重量ミトン筒
？箏二薮鉢額蓉　嵯
ある。其のマウンチン
グは今日から見回”ばま
こNSに無細工な露天望
蓮鏡である鏡の重量に
よろ歪を避ける嬬にレ
バーが1835年頃グラツ
ブが考案してから始め
ロツスの六喫鏡
．1，ttig．
’些
倒
??
て：山山に此の鏡に使用された事は特筆すべき事であるっ此の六沢鏡も二箇ある
交代に磨いては使用されたが其の観測でも渦猷星雲の護見は著しいt，しか
し天文學的にはハーセル程の大観測はない．此の鏡もロッス卿の在世中は有敷
に使はれたが以後鏡を完全な形に磨き直す事が出平す多年露天に置かれてあっ
たが1914年大英博物館に鏡は寄贈された。ミにかくロツス卿の田干にかNる研
磨器は現在のものN基でありロ径ミしても驚くべきものに相違ない。
　　　　　　　ラッセルWilliam　Russe1（1799一．1880）
　反射望遠鏡の改良にラッセル負ふ所が甚だ多い3彼は職業εして酒造家であ
る。1820年頃すでにラッセルは反射鏡製作を始め七吋のグレゴリー及びニュー
トン式に成功し引績き9吋のニュートンに成功し始めて1840年赤道儀εしてマ
ウンチングに新紀元を三つt。1844年に至って二沢鏡を完成すべき計叢を起し
ロッス卿を尋ねて研磨器を見敷箇月の實験の後新しき器械を考案し友人イナス
ミスの器械上の助力を得て苦心の後口径二焦焦黙距離20呪のニュートン鏡を完
成した。此のマウンチングは完全な赤道儀であっtが時計蓮韓には助手の人力
によったのである。此の第一の牧：蔓は1846年10月10日に行1よれナこ海王星の衛星
の逸見であり、1848年アメリカのボンドに凋立に彦星衛星ヒペリオンを母野．
1851年天王星の外側の衛星二個を獲見した⊃1861年には口脛4唄37吠焦鮎の大
反射鏡を地中海マルタ島に据付けマルタ島より館去後も死に至るまで諸訳で綿
密なる精密観測を置けt。ラッセルは金島に非常に注意を擁つナこ駕に多年光輝
を保つナニミの事である＝ラッセルの器械はIS83年グリニツチ天文盗に寄帽され
薄き天子の観測に使用されたが1892年に取除かれ1895年より全く倉庫におさめ
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られナこ。反射鏡は製作者の手には甚だ有力であるが一旦鏡製作者でないものS
手に移つナこ揚合殆ん普其の威力を失ふ。
　1845年英グラップ二品の手によりアーマ天文皇に15吋カセ鏡が据付けられナこ
此れは近年まで保存されたが1922年頃藍玉された。鏡はエリソンによるミ極め
て不充分なものである。
　　　　　　　　ナスミス．9ames質nsmyth（不明）
　ナ不ミスはSteain　Hammerの嚢明者で機械屋である○ナスミスの反射鏡製
作は可なり古く器械設計上vツス．ラツセルミ關珍して居りラッセルの器械は
ナスミスの製作にかNるものである。趣味の爲め自ら友人の爲に鏡を作つナこ。
ナスミスは13吋及20吋を持ち殊に20吋は最初のカセニユートンEしてナスミス
の器械上の天才を示すものである。ナスミスの観測は素人的なものであったが
殊に月表面の精細な研究は著名である。（20吋は1850－60に作製）
　　　　　　ド・ラ・ルーWarren　De臨聡ue（1815－1889）
　ド・ラeルー一も素人であり器械屋で金属の研究家である。1840年ナスミスを訪
問しナスミスの十三吋の作業を見此れより自らの研究で13吋を作り1850年には
見事な土星のスケッチを獲表して居る。器械上の技術によりうヅセルの器械に
改良を加え其の結果見事なる鏡を作り1851年より彼の有名なる開拓的の計減時
代の月和寒に努力した。器械は13吋焦黒身距難10沢の赤道儀で1857年には可なり
美事な土寄を得此の方面では世界に於て比較するものがなかつナこ。太陽比湿に
於て現在グリニツチ天文皇の長年蓮績の太陽爲眞の源をなして居る、彼の器械
一・ﾘは1873年オツクスオード天文墓に寄贈されナこ。現在のフーコー試験で完全
な金属鏡二個．1862年求めナこ猫スタ／ンMル13吋．ウイス13吋鏡ミ同口餐同
温温の四個の鏡を含んで居る。此の望遠鏡は金属鏡を具え今尚ほ同天文墓に据
付けられて居る。
　金属鏡は其の性質上或る時日を経れば鏡面が曇って來る。此の曇りを除く爲
には磨き直さねばならぬ。此の鏡を磨き直す事は必然的に鏡面を攣える爲に磨
き直す事は鏡を作った入でなければ不可能である。此の爲に鏡は常に二個作ら
れて一方を使用中は他方を磨き交代に使用した。反射鏡は技術さえあれば屈折
以上の大口径のものを作る事が出來ナこ。しかし此の鋏瓢がある爲に一一nc的に使
用されるに至らなかった。行詰つナこ拾子が明白である。
　此の時代までショート以後景色用εしてグレゴリー式の望遠鏡は可なり多く
作られ現在でも多く冠物がある。Nairen及Tull　ey等多くの製作者があっfe。
　金属鏡の行詰まりは鍍銀鏡の出現及び製作上の困難はフーコー試験により新
しい光明を與へられt。
．（金属は鏡金Speculum　metalε呼ばれ銅68パーセント、錫32パーセントの
合金で姓質は非常に扱ひ難く非常に重く鐵より堅くしかも爾子の如くもろく鏡
を磨く爲には硲子鏡より困難だε言はれて居る○）　（績）
